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私
は
、
六
十
二
年
度
防
衛
関
係
費
に
お
け
る
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
一
％
枠
突
破
の
歴
史
的
政
策
変
更
に
重
大
な
関
心
を
持

つ
て
い
る
一
人
で
あ
る
。
防
衛
関
係
費
に
占
め
る
売
上
税
額
、
調
達
費
と
円
高
差
益
の
関
係
に
つ
い
て
予
算
委
員

会
で
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
つ
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
機
会
が
失
わ
れ
た
。
よ
つ
て
、
次
の
質
問
を
行
う
。 

一 

六
十
二
年
度
防
衛
費
に
は
百
十
六
億
円
の
売
上
税
相
当
額
が
加
算
を
さ
れ
て
い
る
。
一
％
枠
突
破
額
は
百
三

十
四
億
円
で
あ
る
か
ら
、
売
上
税
分
と
円
高
差
益
分
を
加
算
す
れ
ば
一
％
枠
内
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

政
府
は
、
中
曽
根
総
理
の
公
約
違
反
で
あ
る
売
上
税
を
直
ち
に
撤
回
し
、
我
が
国
防
衛
の
基
本
政
策
で
あ
る

Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
一
％
枠
を
遵
守
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
（

与
党
自
由
民
主
党
の
竹
下
幹
事
長
は
十
五
日
、
衆

議
院
予
算
委
員
会
で
六
十
二
年
度
予
算
案
が
強
行
採
決
さ
れ
た
後
、
記
者
会
見
し
、
「

予

算
の
成
立
が
、
た
だ 
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四 

右
の
諸
情
勢
を
考
慮
し
、
四
月
二
十
日
時
点
の
為
替
レ
ー
ト
で
単
純
計
算
を
す
る
な
ら
ば
い
く
ら
の
減
額
に 

三 

現
下
の
円
高
ド
ル
安
状
況
下
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
減
額
で
き
得
る
不
用
額
は
、
外
貨
関
連
経
費
の
中
の
ド

ル
調
達
分
（
二
千
九
十
六
億
円
）
で
は
円
高
差
益
が
多
額
に
算
出
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
就
中
、
一
般

輸
入
分
の
三
百
二
十
五
億
円
に
つ
い
て
は
実
勢
レ
ー
ト
支
払
い
で
あ
り
、
ま
る
ま
る
防
衛
庁
に
不
用
額
と
し
て

残
る
こ
と
に
な
る
。
私
の
計
算
で
は
、
昨
年
の
デ
ー
タ
か
ら
換
算
し
最
低
見
積
り
で
も
三
十
億
円
減
額
（
一
般

輸
入
分
の
み
）
で
き
る
。
ま
た
、
売
上
税
の
百
十
六
億
円
と
こ
の
一
般
輸
入
分
不
用
の
総
額
で
百
四
十
六
億
円

に
な
る
。
私
は
、
こ
の
円
高
差
益
分
の
減
額
を
図
れ
ば
、
六
十
二
年
度
防
衛
費
は
現
在
（
昭
和
六
十
二
年
四
月

二
十
日
）
の
時
点
で
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
一
％
枠
以
内
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
強
く
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、

政
府
は
、
防
衛
費
の
減
額
を
し
、
一
％
枠
突
破
に
対
す
る
内
外
の
批
判
、
反
対
の
声
に
答
え
る
べ

き

と

思

う

が
、
明
快
か
つ
適
切
な
答
弁
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

ち
に
売
上
税
の
実
施
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
す
る
談
話
を
発
表
し
て
い
る
） 

四 

 



 

五 

会
計
法
第
二
十
四
条
に
は
「
支
出
官
」
の
条
項
が
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
「
支
出
官
事
務
規
程
」
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
過
去
の
経
過
を
見
る
と
、
支
出
官
レ
ー
ト
（
基
準
貨
幣
換
算
率
）
は
、
昭
和
五
十
三
年
～
五
十
七
年
に
お

い
て
（
当
時
円
高
、
円
安
と
為
替
相
場
は
激
し
く
揺
れ
動
い
た
が
）、
半
年
ご
と
に
レ
ー
ト
を
設
定
し
て
い
た
。 

六 

現
在
の
急
激
か
つ
大
幅
な
円
高
状
況
下
に
あ
つ
て
は
外
貨
関
連
予
算
（
六
十
二
年
で
三
千
七
百
五
十
六
億
円
）

の
安
定
し
た
執
行
は
困
難
に
な
つ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
実
情
に
鑑
み
「
一
年
一
レ
ー
ト
方
式
」
の
見
直

し
を
図
り
「
半
年
一
レ
ー
ト
方
式
」
に
変
更
す
べ
き
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解
を
求
め
る
。
ま
た
、
今
後
、
増
加

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
外
貨
関
連
経
費
の
積
算
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
考
え
方
が
必
要
で
あ
り
、
予
算
編
成
に
際
し 

な
る
の
か
、
金
額
を
試
算
し
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
そ
の
場
合
、
防
衛
関
係
費
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
一
％
枠
以
内
に
な

る
と
思
う
が
ど
う
か
、
一
般
論
と
し
て
答
え
ら
れ
た
い
。 

と
こ
ろ
が
現
在
の
支
出
官
レ
ー
ト
は
、
か
つ
て
な
い
急
激
な
円
高
傾
向
が
長
期
間
に
わ
た
り
続
い
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
「
一
年
一
レ
ー
ト
方
式
」
を
取
つ
て
い
る
が
、
こ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

 

六 

て
も
一
考
を
要
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
関
係
省
庁
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

七 

六
十
二
年
度
防
衛
費
に
つ
い
て
大
蔵
原
案
は
、
三
兆
四
千
七
百
九
十
五
億
円
と
積
算
し
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
〇
・
九

九
三
％
と
な
つ
て
い
た
。
当
時
大
蔵
省
と
し
て
は
、
防
衛
庁
が
試
算
し
た
と
こ
ろ
の
円
高
差
益
分
三
百
二
億
円 

（
衆
院
予
算
委
・
公
明
党
要
求
資
料
よ
り

）
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
査
定
を
し
た
の
か
、
明

ら

か

に

さ
れ
た

い
。 

八 

大
蔵
省
は
、
支
出
官
レ
ー
ト
二
百
九
円
（
六
十
一
年
度
予
算
）
か
ら
百
六
十
三
円
（
六
十
二
年
度
予
算
）
と
し
た

六
十
二
年
度
防
衛
関
係
費
内
の
円
高
差
益
分
の
金
額
を
い
く
ら
に
見
積
つ
て
、
今
年
度
予
算
を
作

成

し

た

の

か
。
①
Ｆ
Ｍ
Ｓ
（
日
本
政
府
が
米
国
政
府
よ
り
直
接
買
う
場
合
）
、
②
一
般
輸
入
（
商
社
な
ど
を
通
じ
て
米
国
な

ど
か
ら
買
う
場
合
）
、

③

国
産
品
中
の
輸
入
品
部
分
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
具
体
的
に
答
え
ら
れ

た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


